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日本政府の核兵器禁止条約締約国会議参加見送りに対する意見

私たち生活協同組合コープあいちは、愛知県下で 57万人の組合員で構成する生活協同組合で

す。コープあいちは設立当初から「平和とよりよい生活のために」の理念のもと、「核兵器のない

世界」の実現と平和のために、様々な活動に取り組んでいます。

昨年12月に、日本被団協がノーベル平和賞を受賞されました。このことは、私たちにとっても

嬉しい出来事であるとともに、今日の国際社会が危機的な状況であることを強く感じるものである

とともに、この度、日本政府が核兵器禁止条約の締約国会議へのオブザーバー参加を見送ったこと

に対して、深い懸念を表明します。

核兵器禁止条約は、核兵器の完全廃絶を目指す国際的な取り組みであり、核兵器の非人道性を強

調し、核兵器の使用や保有を禁止するものです。日本は、唯一の被爆国として、核兵器廃絶に向け

たリーダーシップを発揮する責任があります。

日本被団協（日本被爆者団体協議会）は、核兵器の廃絶を求める声を長年にわたり上げ続けてき

ました。オブザーバー参加を見送ることは、国際社会における日本の立場を弱めるだけでなく、核

兵器廃絶を求める多くの市民の期待を裏切るものです。私たちは、日本政府が再考し、次回の締約

国会議には積極的に参加することを強く求めます。

核兵器のない平和な世界を実現するために、日本政府が果たすべき役割は大きいと考えます。私

たちコープあいちは、核兵器廃絶に向けた取り組みを引き続き支持し、共に歩んでいくことを誓い

ます。よりよい生活のために。
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